
新
規
事
業
化
に
あ
た
り
、
一
般

道
と
高
速
道
路
と
の
連
結
が
許
可

さ
れ
、
10
月
12
日
に
国
土
交
通
省

東
北
地
方
整
備
局
岩
手
河
川
国
道

事
務
所
近
藤
修
所
長
か
ら
佐
々
木

孝
弘
八
幡
平
市
長
に
連
結
許
可
書

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
々
木
市
長
は「
今
日
に
至
る
ま

で
に
、多
大
な
ご
尽
力
を
頂
い
た
各

関
係
機
関
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

る
。
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
は
、更
な
る
観

光
の
振
興
、救
急
医
療
の
確
保
な
ど

が
見
込
ま
れ
、本
市
が
さ
ら
に
発
展

す
る
た
め
の
非
常
に
大
き
な
要
素

■
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
新
規
事
業
化

　

東
北
自
動
車
道
に
接
続
す
る「（
仮
称
）八
幡
平
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
」が
新
規
事
業
化
と
な
り
、ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整
備
実
現
に
向
け

大
き
く
前
進
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
号
で
は
計
画
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

建
設
課
土
木
係
（
☎
・
内
線
１
２
９
４
）

国
土
交
通
省
は
９
月
30
日（
仮

称
）八
幡
平
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
の
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、以
下「
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
」）に
つ
い
て
事
業
許
可
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整
備
に

よ
り
、東
北
有
数
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
で
あ
る
安
比
高
原
ス
キ
ー
場
や

周
辺
エ
リ
ア
へ
の
利
便
性
の
向
上
、

地
域
経
済
の
活
性
化
、救
急
医
療
な

ど
の
医
療
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
向

上
な
ど
、本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
大

き
な
効
果
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

■
早
期
の
整
備
実
現
に
取
り
組
む

で
あ
り
、
今
後
も
、
順
調
に
整
備
が

進
む
よ
う
各
関
係
機
関
と
共
に
事

業
の
進
捗
を
図
っ
て
行
き
た
い
」と

強
調
し
ま
し
た
。

市
は
今
後
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日

本
な
ど
と
事
業
の
実
現
に
向
け
た

協
議
を
行
い
な
が
ら
、
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
の
実
現
に
向
け
て
、
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
高
速
道
路
と
の
連
結
の
許
可

近藤所長（右）から連結許可証の伝達を
受ける佐々木市長﻿

Ｅ４

東 北 道
TOHOKU

EXP

一
般
道
と
高
速
道
路
の
連
結
を
許
可

（
仮
称
）八
幡
平
ス
マ
ー
ト
Ｉイ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジＣ
が
新
規
事
業
化

◢

路線名

東北縦貫自動車道
　弘前線
（松尾八幡平IC
　～安代IC間）

接続形式 本線直結型

形式 全方向（４／４）

運用形態 全車種　２４時間

計画概要
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